
景観重要樹木 

第１号 

臥龍梅 

 
・樹 種  ウメ 

 

・外観の特徴  開花時期は２月中旬から３月下旬に見ごろを迎え、見事な八重咲きの紅梅が 

        広がる。龍が地を這う姿に似ていることから「臥龍梅」と言われている。  

 

・指定の理由  当確樹木は三池山の中腹にある普光寺の境内にあり、昭和３３年頃に県の 

        天然記念物に指定されていて樹齢３００年以上、一説には８００年とも言 

われている。稀に見る高齢樹と特徴ある龍が伏せているような樹形から、 

        市民をはじめ遠方からも多くの観光客が訪れ親しまれているだけでなく、 

        学術的にも価値があることから景観重要樹木として指定するものである。 

 

・所 在 地  今山字本村２５３８ 普光寺境内  

がりゅうばい 

 地図ナビにリンクしています 

http://www2.wagmap.jp/omuta//G0502N/F0502N02?API=1&linkid=031763d1-d75e-432f-b208-006901c139d6&mid=5

